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（様式第１）
平成　　年度国際共同研究助成事業（NEDOグラント）

研究開発提案書

平成　　年　　月　　日

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

理　事　長　　　牧　野　　　力　　殿

以下の通り、平成　　年度国際共同研究助成事業（NEDOグラント）に提案します。


研究代表者氏名：　　　　　　　　             　　
所属研究機関名：        　　　　　　　　　　　　　　
１．助成対象分野、研究テーマ名及びキーワード
	
	
	提案書番号 （NEDO記入欄）

	
	
	

	
	
	


格段の指示が無い限り、白色の記載欄に記入のこと（色塗り枠内は項目、注意書き）。固有名詞以外は和文で記入のこと。

指定のある場合を除き、記載欄は適宜拡張して記入し、項目、注意書きは修正／消去しないこと。

	研究テーマ名

英訳を付記のこと。
	和文


	

	
	英訳


	

	キーワード

研究テーマの分野、内容を的確に表現するフリーキーワードを１０個以内で記入のこと。
	（研究の分野を示す）キーワード１：
	

	
	（研究の分野を示す）キーワード２：
	

	
	（研究の分野を示す）キーワード３：
	

	
	（研究の内容を示す）キーワード４：
	

	
	（研究の内容を示す）キーワード５：
	

	
	（研究の内容を示す）キーワード６：
	

	
	（研究の内容を示す）キーワード７：
	

	
	（研究の内容を示す）キーワード８：
	

	
	（研究の内容を示す）キーワード９：
	

	
	（研究の内容を示す）キーワード１０：
	


２．研究代表者

日本国籍の場合も、外国籍の場合も、固有名詞以外は和文で記入のこと。

指定のある場合を除き、記載欄は適宜拡張して記入し、項目、注意書きは修正／消去しないこと。

	研究者番号（研究代表者は１）
	1

	氏名
	

	（フリガナ）
	

	所属機関
	

	部署
	

	役職
	

	所在地
	国名
	

	
	住所
	

	電話
	

	FAX
	

	e-mail
	

	国籍
	

	生年月日（西暦で記入のこと）
	１９
	年　　　　　
	
	月　　　　　
	
	日

	最終学歴
	

	博士号　　　博士号取得者の場合は博士号、取得機関、取得年を記入のこと。

	
	

	研究者ID

文部科学省科学研究費補助金研究者番号を有する者及び国立研究機関、独立行政法人、特殊法人等の研究機関に所属する者は、８桁のIDを記入のこと。該当しない者は記入不要。
	

	職歴
	

	研究開発歴
	

	受賞歴　　　　　職務上または研究上での主な受賞歴を記入のこと。

	
	

	論文及び特許　　本研究開発に関連する、最近５年間の主要な論文（掲載予定を含む）及び特許（出願中を含む）を、

いずれも５件以内で記入のこと。

	
	

	ＮＥＤＯ技術開発機構との関連　ＮＥＤＯ助成・フェロー事業等での受給、ＮＥＤＯ事業への参加、ＮＥＤＯ技術委員等の、ＮＥＤＯ技術開発機構と関連する経歴を記入のこと。（現在実施中はすべて、過去の経歴は主要なもの５件以内）

	
	

	本研究開発における役割　本研究開発において当該研究者が実施する研究項目、内容、当該研究者の参加が必要・妥当で

ある理由等を記入のこと。（１／２ページ程度）

	
	


３．研究者

研究代表者を除き、研究チームに所属する研究者毎に、以下の表を作成のこと。

日本国籍の場合、固有名詞以外はすべて和文で記入。外国籍の場合は英文での記入も可。ただし、「NEDO技術開発機構との関連」及び「本研究開発における役割」の欄は和文で記入のこと。
指定のある場合を除き、記載欄は適宜拡張して記入し、項目、注意書きは修正／消去しないこと。
	研究者番号（代表者を１とし、２から順に付番のこと）
	

	氏名(Name)
	

	（フリガナ）
	

	所属機関(Affiliate)
	

	部署(Department)
	

	役職(Position)
	

	所在地
	国名(Country)
	

	
	住所(Mailing Address)
	

	電話(Telephone)
	

	FAX(Facsimile)
	

	e-mail
	

	国籍(Nationality)
	

	生年月日( Date of birth)
	１９
	年(Year)　　　　　
	
	月(Month)　　　　　
	
	日(Date)

	最終学歴(Final education)
	

	博士号　　　　　　博士号取得者の場合は博士号、取得機関、取得年を記入のこと。(Indicate the institution and date of degree acquisition.)

	(Doctorate degree)
	

	研究者ID

文部科学省科学研究費補助金研究者番号を有する者及び国立研究機関、独立行政法人、特殊法人等の研究機関に所属する者は、８桁のIDを記入のこと。該当しない者は記入不要。
	

	職歴

(Professional experience)
	

	研究開発歴

(Research experience)
	

	受賞歴　　　　　　職務上または研究上での主な受賞歴を記入のこと。(Indicate academic prizes and awards attributable to the research.)

	(Academic prizes, awards)
	

	論文及び特許

Research papers and Patent)　　
	本研究開発に関連する、最近５年間の主要な論文（掲載予定を含む）及び特許（出願中を含む）を、いずれも５件以内で記入のこと。Indicate research papers (published) and patents(applied for and pending) related to this proposal for the last five(5) years.  List a maximum of  five (5) for each type.

	
	

	NEDO技術開発機構との関連　NEDO助成・フェロー事業等での受給、NEDO事業への参加、NEDO技術委員等の、NEDO技術開発機構と関連する経歴を記入のこと（現在実施中はすべて、過去の経歴は主要なもの５件以内）。　和文で記入のこと。

	
	

	本研究開発における役割　本研究開発において当該研究者が実施する研究項目、内容、当該研究者の参加が必要・妥当で

ある理由等を記入のこと（１／２ページ程度）。　和文で記入のこと。

	
	


４．研究テーマの内容

概要を除き、字数制限はありません。格段の指示が無い限り、固有名詞以外は和文で記入のこと。

指定のある場合を除き、記載欄は適宜拡張して記入し、項目、注意書きは修正／消去しないこと。

	概要　　和文で２００字程度で記入のこと。英訳を付記のこと。　なお、採択の場合は、この概要を公開します。

	和文
	

	英訳
	

	目的　　　国際共同研究助成事業（NEDOグラント）の目的・意義に合致すること及び国際共同研究を行うことが妥当・有効であること（最大１／２ページ程度）。

	
	

	研究開発の計画内容　　　研究項目毎に、計画内容を具体的に記入のこと　（最大２ページ程度）。　併せて、概略を付表１（別ファイルの付表１様式：A3版）に記入のこと。付表１はA4版に縮小の上、研究開発提案書の最後に添付のこと。

	
	

	中間目標（２年前半終了時点）及び最終目標（３年終了時点）　　目標を具体的に、かつ可能な限り定量的に記入のこと　（最大１ページ程度）。

	中間目標
	

	最終目標
	

	新規性、独創性または先導性　研究開発の内容、方法及び目標について、新規性、独創性または先導性を記入のこと

（最大１ページ程度）。

	
	

	産業技術への寄与度

（国際規格策定の可能性を含む。）　
	公募要領５．２審査の項目及び観点「⑤産業技術への寄与度」の欄を参照し、　将来の国際規格の策定につながるシナリオについても具体的に記入のこと（最大１ページ程度）。

	
	



５．
研究体制

格段の指示が無い限り、固有名詞以外は和文で記入のこと。記載欄は適宜拡張して記入のこと。

	会計担当者氏名　　２．研究代表者または３．研究者に記入した者の中から会計担当者を選定し、その氏名を記入のこと。
	

	研究者数（研究代表者を含む総数）
	
	日本国籍者の数
	

	総研究機関数
	
	所在地が日本の研究機関数
	

	国際共同研究体制の必要性　　提案の体制で国際共同研究を行うことの必要性、優位性等を記入のこと。

（最大１ページ程度）

	
	


付表２　項目毎の研究者のエフォート

研究項目毎に、従事する研究者氏名及び当該研究項目の実施に必要とする時間の配分率（％）を１～１００の整数で記入すること。　項目、注意書きは修正／消去しないこと。

研究者の年間の全仕事時間（教育、医療活動等を含む。）を１００％とする。研究項目は研究開発の計画内容に記入した項目を　　　　　記入のこと。付表１の記入内容とも整合のこと。

研究項目数が５項目、研究者数が１０人を超える場合は、お問い合わせ先までメールにてお知らせください。

	研究項目
	従事予定研究者氏名
	１年目のエフォート（％）
	２年目のエフォート（％）
	３年目のエフォート（％）

	とりまとめ
	
	
	
	

	研究項目１の名称を記入
	
	
	
	

	研究項目２の名称を記入
	
	
	
	

	研究項目３の名称を記入
	
	
	
	

	研究項目４の名称を記入
	
	
	
	

	研究項目５の名称を記入
	
	
	
	


付表３
研究者毎のエフォート

研究者毎に、本研究開発の実施に必要とする時間の配分率（％）を１～１００の整数で記入のこと。研究者の年間の全仕事時間（教育、医療活動等を含む。）を１００％とし、年度ごとに記入のこと。付表２と整合のこと。研究者数が１０人を超える場合は、お問い合わせ先までメールにてお知らせください。

	研究者
	エフォート

	番号
	氏　名
	１年目（％）
	２年目（％）
	３年目（％）

	１
	
	
	
	

	２
	
	
	
	

	３
	
	
	
	

	４
	
	
	
	

	５
	
	
	
	

	６
	
	
	
	

	７
	
	
	
	

	８
	
	
	
	

	９
	
	
	
	

	１０
	
	
	
	


６．助成対象経費の内訳見込み
助成対象経費は、採択後、さらに具体的、詳細な計画を提出していただき、NEDO技術開発機構が精査の上で最終決定します。

支出が認められる主たる助成対象経費は別表１のとおりです。研究チームの間接経費、研究者の人件費は認めらません。

研究機関の機器・設備の整備を目的とする事業ではありません。機器・設備費が助成対象経費のかなりの部分を占める場合には、変更を求めることがあります。また、審査項目の研究実施体制の妥当性において低い評価となることがあります。

６．１．費目別　

（単位：百万円、小数点以下一桁まで記入、支出が認められる経費は、別表１の通りです）

	
	１年目
	２年目
	３年目
	計

	１．受入派遣経費　
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	２．機器・設備費※
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	３．その他
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	４．計（１～３の和）
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円


※１品が２百万円を超える機器・設備費については付表４も併せて記入のこと
付表４　機器・設備費の詳細

２百万円を超える機器・設備の購入については、具体的な機器・設備等の名称、仕様、金額、設置場所、目的用途を記入のこと

	名称
	仕様
	金額（単位：百万円、小数点以下

一桁まで記入）
	設置場所
	目的、用途

	
	
	百万円
	
	

	
	
	百万円
	
	


別表１．　主たる助成対象経費　　　認められる経費は以下の通りです。

	１．受入派遣経費

	所属機関が労働者派遣業者又は研究支援者（研究者・技術者等）との契約等により、研究支援者（研究者・技術者等）を受け入れるために必要な経費。（研究チームを構成する研究者の人件費を除く。）

	２．機器・設備費
	研究の遂行に必要な機器・設備類の購入費（関連する営繕工事費を含む）、又は借上に要する経費。
研究の遂行に必要な機器・設備類の製造費、改造費（設計費を含む）、修繕経費等。ただし、建物の建築・購入等施設に関する経費を除く。

	３．その他
	（１）旅費
研究者、研究支援者、研究補助者が研究に必要な資料・情報収集や各種調査を行うための旅費、研究に要する検討会議や打合せのための旅費、研究成果を発表するための学会への出席に要する旅費であり、当該旅行区間の旅行運賃、滞在費（国内外を問わない）。また、国内外の研究者の招聘に要する旅行運賃、滞在費。

	
	（２）謝金・雑役務費
研究を遂行するために必要な、外部からの専門知識の提供、情報収集等で協力を得た人に対する経費。また、研究の実施にあたり、研究実施場所に一定期間出勤して実験補助、資料整理等を行う研究補助者（大学院博士課程後期在学者等）に対する経費。

	
	（３）特許出願等に必要な費用
当該権利の全部又は一部が研究チームに帰属する場合、国内出願（出願手数料、審査請求手数料等）及び国際出願料等に要する経費（所属機関等との共同出願は、持分比率に応じた経費のみ認められる）。

	
	（４）材料費・消耗品費・分析費
研究の遂行に直接要する試薬、資材、部品、消耗品等の購入及びこれらの製作または外注分析に要する経費。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	（５）印刷費・複写費
研究実績・研究報告書等、研究活動に必要な書類を作成するために必要な経費。

	
	（６）設備使用料
実験装置、測定機器、その他の設備・備品等であって、研究の遂行に直接使用した場合におけるその使用に要した経費。

	
	（７）その他の経費
電子計算機使用料、データベース検索料、学会等への参加費、資料購入費、通信運搬費、光熱水料、建物借料等上記以外のものであって、研究の遂行に必要と認められる経費。


６．２．研究項目別

研究項目は研究開発の計画内容に記入した項目を記入。付表１の記入内容とも整合のこと。最下欄の計は、６．１．費目別の最下欄の計と整合のこと。単位は百万円（小数点以下１桁まで記入）。項目、注意書きは修正／消去しないこと。研究項目数が５項目、研究者数が１０人を超える場合は、お問い合わせ先までメールにてお知らせください。

	
	１年目
	２年目
	３年目
	計

	とりまとめ
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	研究項目１の名称を記入
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	研究項目２の名称を記入
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	研究項目３の名称を記入
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	研究項目４の名称を記入
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	研究項目５の名称を記入
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	計
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円


６．３．研究者別

単位は百万円（小数点以下一桁まで記入）　最下欄の計は、６．１．費目別の最下欄の計と整合のこと。
	研究者
	１年目
	２年目
	３年目
	計

	番号
	氏名
	
	
	
	

	１
	
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	２
	
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	３
	
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	４
	
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	５
	
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	６
	
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	７
	
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	８
	
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	９
	
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	１０
	
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円

	計
	百万円
	百万円
	百万円
	百万円


７．利害関係のある外部専門家

事前書面審査を依頼する外部専門家のうち、提案者と利害関係にあり、公平な評価が受けられないと危惧する場合は、外部専門家の所属機関、氏名および理由を列記してください。（複数ある場合は、同様の情報を繰り返して記入。）

なお、審査を依頼する予定の外部専門家リストは本事業のホームページ上での公開を予定しています。

公開前に研究開発提案書を提出する場合には、当該欄は記載せず提出してください。公開以降、ＮＥＤＯ技術開発機構の指示により公募締切日までに当該項目について追加提出することが可能です。

	所属機関：
	

	外部専門家氏名：
	

	理由：
	


８．研究開発構想図

提案の研究開発の背景・目的・計画内容・目標等を一目で理解できるような、ビジュアルな研究開発構想図を、審査員へアピールする資料として、作成してください。（Ａ４用紙１枚、縦横は自由、別紙／別ファイルでも可）　

９．用語の説明（できるだけ添付してください）

本研究開発提案書で使用している専門用語及び略語のうち、特に必要と思われるものについては、簡単な解説をわかりやすく記述してください。なお、他に参考となるWebサイトがあれば併せてURLも記入してください。

付表１　研究開発計画の概略、項目毎の研究リーダー及び主たる研究実施場所

　別ファイルの付表１様式（A3版）にしたがって記入し、A4版に縮小の上、ここ（研究開発提案書の最後）に添付してください

（様式第２）


年　　月　　日
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
  　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
住所

機関名

研究チーム

研究代表者　　　　　　　　　　　印
平成　　年度　国際共同研究助成事業費助成金交付申請書

（平成　　年　　月から平成　　年　　月まで）
　上記の件について、国際共同研究助成事業費助成金の交付を受けたいので、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第８条第１項の規定に基づき、下記のとおり申請します。
記
１．研究開発テーマ 

２．助成金交付申請額                　　　　円 
　　①１年目申請額　　　　　　　　　　円

　　②２年目申請額　　　　　　　　　　円
３．助成事業の開始及び終了予定年月日
開始年月日　  　　平成　　年　　月　　日

終了予定年月日  　平成　　年　　月　　日
４．連絡先

役職　

　　氏名　
　　住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　
　　電話番号　
　　E-mail　
（注）この申請書には、「（様式第２－１）研究開発実施計画書」を添付すること。
（様式第２－１）
平成　　年度国際共同研究助成事業（NEDOグラント）

研究開発実施計画書
平成　　年　　月　　日

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
研究代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

所属研究機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以下の通り、平成　　年度国際共同研究助成事業（NEDOグラント）を実施します。

1． 助成対象分野、提案書番号

	
	
	提　案　書　番　号

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


２．研究開発テーマ名
指定のある場合を除き、記載欄は適宜拡張して記載し、項目、注意書き欄は修正／消去しないこと。

	研究開発テーマ名

英訳を付記のこと。
	和文


	

	
	英訳


	


３．研究者の概要

日本国籍の場合は固有名詞以外は和文で、外国籍の場合は固有名詞以外は和文または英文のどちらかで記入のこと。

役割は、不要なものを消去し、必要な項目を残し、研究代表者、会計担当者、研究者の順で記載下さい。

研究者が５名以上の場合は、セル行をコピーして記入下さい。

	番号
	氏　名　（フリガナ）
	氏 名 （英）
	国籍（日）
	国籍（英）
	生年月日
	年令

	１


	
	
	
	
	１９　　年　　月　　日
	

	
	所属機関(日)
	所属機関（英）
	部　署（日）
	部　署（英）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	役割
	役職（日）
	役職（英）
	所在国（日）
	所在国（英）

	研究代表者

会計担当者


	
	
	
	

	
	Phone No
	E-mail address

	
	
	

	番号
	氏　名　（フリガナ）
	氏　名　（英）
	国籍（日）
	国籍（英）
	生年月日
	年令

	２


	
	
	
	
	１９　　年　　月　　日
	

	
	所属機関（日）
	所属機関（英）
	部　署（日）
	部　署（英）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	役割
	役職（日）
	役職（英）
	所在国（日）
	所在国（英）

	会計担当者

研究者
	
	
	
	

	
	Phone No
	E-mail address

	
	
	

	番号
	氏　名　（フリガナ）
	氏　名　（英）
	国籍（日）
	国籍（英）
	生年月日
	年令

	３


	
	
	
	
	１９　　年　　月　　日
	

	
	所属機関（日）
	所属機関（英）
	部　署（日）
	部　署（英）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	役割
	役職（日）
	役職（英）
	所在国（日）
	所在国（英）

	研究者
	
	
	
	

	
	Phone No
	E-mail address

	
	
	

	番号
	氏　名　（フリガナ）
	氏　名　（英）
	国籍（日）
	国籍（英）
	生年月日
	年令

	４


	
	
	
	
	１９　　年　　月　　日
	

	
	所属機関（日）
	所属機関（英）
	部　署（日）
	部　署（英）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	役割
	役職（日）
	役職（英）
	所在国（日）
	所在国（英）

	研究者
	
	

	
	Phone No
	E-mail address

	
	
	

	番号
	氏　名　（フリガナ）
	氏　名　（英）
	国籍（日）
	国籍（英）
	生年月日
	年令

	５


	
	
	
	
	１９　　年　　月　　日
	

	
	所属機関（日）
	所属機関（英）
	部　署（日）
	部　署（英）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	役割
	役職（日）
	役職（英）
	所在国（日）
	所在国（英）

	研究者
	
	
	
	

	
	Phone No
	E-mail address

	
	
	


４．研究開発テーマの内容

概要を除き、字数制限はありません。格段の指示が無い限り、固有名詞以外は和文で記入のこと。

指定のある場合を除き、記載欄は適宜拡張して記載し、項目、注意書き欄は修正／消去しないこと。

	概要　　和文は２００字程度で記入のこと。英訳を付記のこと。　この概要は公開されます。

	和文
	

	英訳
	

	目的　　国際共同研究助成事業（ＮＥＤＯグラント）の目的・意義に合致すること及び国際共同研究を行うことが妥当・有効であること。　（１／２ページ程度）

	

	
	

	研究開発の計画内容　　研究開発の項目毎に、内容及びマイルストーンを具体的に記入のこと。　（２ページ程度）



	
	

	中間目標（２年前半終了時点）及び最終目標（３年終了時点）　具体的に記入のこと。　（１ページ程度）

	中間目標
	

	最終目標
	

	新規性、先導性または独創性　　　　研究開発の内容、方法及び目標について、新規性、先導性または独創性を記入のこと。（１ページ程度）



	
	

	産業技術への寄与度　　　　　　　　　　　公募要領5.(2)審査の項目及び観点における産業技術への寄与度の欄を参照し、具体的に記入のこと。　

（国際規格策定への可能性を含む）　　　国際規格策定につながるシナリオについても具体的に記入のこと（１ページ程度）

	
	


５．
研究体制

５．１　共同研究の必要性

格段の指示が無い限り、固有名詞以外は和文で記入のこと。記載欄は、適宜拡張して記入のこと。

	研究者数（研究代表者を含む総数）
	
	日本国籍者の数
	

	総研究機関数
	
	所在地が日本の研究機関数
	

	共同研究の必要性　　提案の体制で国際共同研究を行うことの必要性、優位性等を記入のこと。併せて、付表１（別のファイル）を作成し、項目10の研究開発体制概略に添付のこと。（１ページ程度）



	
	


５．２　研究者のエフォート
研究者毎に、本研究開発の実施に必要とする時間の配分率（％）を１～１００の整数で記入のこと。研究者の年間の全仕事時間（教育、医療活動等を含む。）を１００％とし、年度ごとに記入のこと。

	研究者
	エフォート

	番号
	氏　名
	１年目（％）
	２年目（％）
	３年目（％）

	１
	
	
	
	

	２
	
	
	
	

	３
	
	
	
	

	４
	
	
	
	

	５
	
	
	
	

	６
	
	
	
	

	７
	
	
	
	

	８
	
	
	
	

	９
	
	
	
	


６．助成対象経費の内訳

助成対象経費は、１年目、２年目については、別途お知らせする交付予定額に基づき記入下さい。３年目の助成対象経費については、提案書に記載の金額の範囲で記入してください。※交付予定額の決定前については、全て提案書に記載の見込み額にしたがって記入下さい。

支出が認められる主たる助成対象経費は別表１のとおりです。なお、研究チームの研究者の人件費は認められません。

また、研究機関の機器設備の整備を目的とする事業ではありません。機器設備費がかなりの部分を占める場合には、問い合わせることがあります。

別表１．　主たる助成対象経費　　　認められる経費は以下の通りです。

	１．受入派遣経費

	所属機関が労働者派遣業者又は研究支援者（研究者・技術者等）との契約により、研究支援者（研究者・技術者）を受け入れるために必要な経費。（研究チームを構成する研究者の人件費を除く。）

	２．機器・設備費
	研究の遂行に必要な機器・設備類の購入費（関連する営繕工事費を含む）、又は借上に要する経費。研究の遂行に必要な機器・設備類の製造費、改造費（設計費を含む）、修繕経費等。ただし、建物の建築・購入等施設に関する経費を除く。

	３．その他
	（１）旅費
研究者、研究支援者、研究補助者が研究に必要な資料・情報収集や各種調査を行うための旅費、研究に要する検討会議や打合せのための旅費、研究成果を発表するための学会への出席に要する旅費であり、当該旅行区間の旅行運賃、滞在費（国内外を問わない）。また、国内外の研究者の招聘に要する旅行運賃、滞在費。

	
	（２）謝金・雑役務費
研究を遂行するために必要な、外部からの専門知識の提供、情報収集等で協力を得た人に対する経費。また、研究の実施にあたり、研究実施場所に一定期間出勤して実験補助、資料整理を行う研究補助者（大学院博士課程後期在学者等）に対する経費。

	
	（３）特許出願等に必要な費用
当該権利の全部又は一部が研究チームに帰属する場合、国内出願（出願手数料、審査請求手数料等）及び国際出願料等に要する経費（所属機関等との共同出願は、持分比率に応じた経費のみ認められる）。

	
	（４）材料費・消耗品費・分析費
研究の遂行に直接要する試薬、資材、部品、消耗品等の購入及びこれらの製作または外注分析に要する経費。

	
	（５）印刷費・複写費
研究実績・研究報告書等、研究活動に必要な書類を作成するために必要な経費。

	
	（６）設備使用料
実験装置、測定機器その他の設備・備品等であって、研究の遂行に直接使用した場合におけるその使用に要した経費。

	
	（７）その他の経費
電子計算機使用料、データベース検索料、学会等への参加費、資料購入費、通信運搬費、光熱水料、建物借料等、上記以外のものであって、研究の遂行に必要と認められる経費。


６．１．費目別　（単位：千円、小数点以下一桁まで記入、支出が認められる経費は、別表１の通りです）
	
	１年目
	２年目
	３年目
	計

	１．受入派遣経費
	千円
	千円
	千円
	千円

	２．機器・設備費　※１
	千円
	千円
	千円
	千円

	３． その他
	(1) 旅費
	千円
	千円
	千円
	千円

	
	(2) 謝金・雑役務費
	千円
	千円
	千円
	千円

	
	(3) 特許出願等に必要な費用
	千円
	千円
	千円
	千円

	
	(4) 材料費・消耗品費・分析費
	千円
	千円
	千円
	千円

	
	(5) 印刷費・複写費
	千円
	千円
	千円
	千円

	
	(6) 設備使用料
	千円
	千円
	千円
	千円

	
	(7) その他の経費
	千円
	千円
	千円
	千円

	計（１～３の合計）
	千円
	千円
	千円
	千円


※１：１品が200万円を超える機器設備費については付表２も併せて記入のこと
付表２　機器設備費の詳細

２百万円を超える機器設備の購入については、具体的な機器等の名称、仕様、金額、設置場所、目的用途を記入のこと

	名称
	仕様
	金額（単位：百万円、小数点以下

一桁まで記入）
	設置場所
	目的、用途

	
	
	千円
	
	

	
	
	千円
	
	


６．２　研究者別　（単位：千円、小数点以下一桁まで記入）
最下欄の計は、６．１．費目別の最下欄の計と整合のこと。

研究者数が５人を超える場合は、行を追加コピーして記入してください。
	研究者
	１年目
	２年目
	３年目
	計

	番号
	氏名
	
	
	
	


	１
	
	千円
	千円
	千円
	千円

	２
	
	千円
	千円
	千円
	千円

	３
	
	千円
	千円
	千円
	千円

	４
	
	千円
	千円
	千円
	千円

	５
	
	千円
	千円
	千円
	千円

	計
	千円
	千円
	千円
	千円


　

６．３助成対象経費の四半期別支出予定表

６．１．費目別の１年目及び２年目と整合のこと。
１年目　（平成１７年１０月から平成１８年９月まで）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	
	計
	平　成　１７　年　度

	
	
	第１四半期

１０月～１２月
	第２四半期

１月～３月
	第３四半期

４月～６月
	第４四半期

７月～９月

	１．受入派遣経費
	
	
	
	
	

	２．機器・設備費
	
	
	
	
	

	３．その他
	(1)旅費　
	
	
	
	
	

	
	(2)謝金・雑役務費
	
	
	
	
	

	
	(3)特許出願等に必要な費用
	
	
	
	
	　

	
	(4) 材料費・消耗品費・分析費
	
	
	
	
	

	
	(5)印刷費・複写費
	
	
	
	
	

	
	(6)設備使用料
	
	
	
	
	

	
	(7)その他の経費
	
	
	
	
	

	直接経費計
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　

２年目　（平成１８年１０月から平成１９年９月まで）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	
	計
	平　成　１８　年　度

	
	
	第１四半期

１０月～１２月
	第２四半期

１月～３月
	第３四半期

４月～６月
	第４四半期

７月～９月

	１．受入派遣経費
	
	
	
	
	

	２．機器・設備費
	
	
	
	
	

	３．その他
	(1)旅費　
	
	
	
	
	

	
	(2)謝金・雑役務費
	
	
	
	
	

	
	(3)特許出願等に必要な費用
	
	
	
	
	　

	
	(4) 材料費・消耗品費・分析費
	
	
	
	
	

	
	(5)印刷費・複写費
	
	
	
	
	

	
	(6)設備使用料
	
	
	
	
	

	
	(7)その他経費
	
	
	
	
	

	直接経費計
	
	
	
	
	


７．研究者

研究代表者を含む研究者全員について、研究者ごとに記入のこと。日本国籍の場合、固有名詞以外はすべて和文で記入。外国籍の場合は英文での記入も可。ただし、「本研究開発における役割」の欄は和文で記入のこと。

指定のある場合を除き、記載欄は適宜拡張して記入し、項目、注意書きは修正／消去しないこと。

	研究者番号（研究代表者は１）
	1

	氏名
	

	（フリガナ）
	

	所属機関
	

	部署
	

	役職
	

	所在地
	国名
	

	
	住所
	

	電話
	

	FAX
	

	e-mail
	

	国籍
	


	生年月日（西暦で記入のこと）
	１９
	年　　　　　
	
	月　　　　　
	
	日

	最終学歴
	

	博士号　　　博士号取得者の場合は博士号、取得機関、取得年を記入のこと。

	
	

	研究者ID

文部科学省科学研究費補助金研究者番号を有する者及び国立研究機関、独立行政法人、特殊法人等の研究機関に所属する者は、８桁のIDを記入のこと。該当しない者は記入不要。
	

	職歴
	

	研究開発歴
	

	受賞歴　　　　　職務上または研究上での主な受賞歴を記入のこと。

	
	

	論文及び特許　　本研究開発に関連する、最近５年間の主要な論文（掲載予定を含む）及び特許（出願中を含む）を、

いずれも５件以内で記入のこと。

	
	

	本研究開発における役割　本研究開発において当該研究者が実施する研究項目、内容、当該研究者の参加が必要・妥当で

ある理由等を記入のこと。（１／２ページ程度）

	
	


	研究者番号（代表者を１とし、２から順に付番のこと）
	２

	氏名(Name)
	

	（フリガナ）
	

	所属機関(Affiliate)
	

	部署(Department)
	

	役職(Position)
	

	所在地
	国名(Country)
	

	
	住所(Mailing Address)
	

	電話(Telephone)
	

	FAX(Facsimile)
	

	e-mail
	

	国籍(Nationality)
	

	生年月日( Date of birth)
	１９
	年(Year)　　　　　
	
	月(Month)　　　　　
	
	日(Date)

	最終学歴(Final education)
	

	博士号　　　　　　博士号取得者の場合は博士号、取得機関、取得年を記入のこと。(Indicate the institution and date of degree acquisition.)

	(Doctorate degree)
	

	研究者ID

文部科学省科学研究費補助金研究者番号を有する者及び国立研究機関、独立行政法人、特殊法人等の研究機関に所属する者は、８桁のIDを記入のこと。該当しない者は記入不要。
	

	職歴

(Professional experience)
	

	研究開発歴

(Research experience)
	

	受賞歴　　　　　　職務上または研究上での主な受賞歴を記入のこと。(Indicate academic prizes and awards attributable to the research.)

	(Academic prizes, awards)
	

	論文及び特許

Research papers and Patent)　　
	本研究開発に関連する、最近５年間の主要な論文（掲載予定を含む）及び特許（出願中を含む）を、いずれも５件以内で記入のこと。Indicate research papers (published) and patents(applied for and pending) related to this proposal for the last five(5) years.  List a maximum of  five (5) for each type.

	
	

	本研究開発における役割　本研究開発において当該研究者が実施する研究項目、内容、当該研究者の参加が必要・妥当で

ある理由等を記入のこと（１／２ページ程度）。　和文で記入のこと。

	
	


８．研究開発構想図

提案の研究開発の背景・目的・方法・内容・目標等を一目で理解できるような研究開発構想図を作成してください（提案書と同様のもので構いません）。　

（Ａ４用紙１枚、縦横は自由）
９．用語の説明

本研究開発実施計画書で使用している専門用語及び略語のうち、特に必要と思われるものについては、簡単な解説をわかりやすく記述してください。

１０．研究開発体制概要

付表１を添付下さい（提案書と同様のもので構いません）。A4版へ縮小コピーし、添付して下さい。


（研究代表者用）

（様式第３）
        　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
                           　　        誓　約　書
　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
研究チーム
研究代表者　　　　　　　　　　　印
　私は研究チームの代表者として、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下、「NEDO技術開発機構」という。）の国際共同研究助成事業（NEDOグラント）による助成を受けて実施する研究開発テーマに関し、次の条項を誠実に遵守することを誓約します。
第１条　本事業による助成金は、助成の対象となった研究開発テーマの研究活動のみに使用すること。
第２条　研究チームを代表してその事務を総括することとし、研究チームの助成金に関する会計事務については、会計担当者に取り扱わせること。
第３条　会計担当者に事故のあるときは、変更承認申請が承認されるまでの間、会計担当者の事務を取り扱うこと。
第４条　次に掲げる事項に該当することとなったときは、速やかにNEDO技術開発機構に対し様式第１０による変更承認申請を行い、その承認を受けること。
　　　一　研究を中止又は廃止しようとするとき。
　　　二　研究代表者又は会計担当者を変更しようとするとき。
　　　三　助成研究者を変更しようとするとき。
　　　四　研究開発の内容の重大な変更をしようとするとき。
　　　五　所属機関の変更その他NEDO技術開発機構が必要と認めるとき。
第５条　助成を受けた年度終了後２カ月以内に当該年度の研究成果報告書を、また、助成を受けた年度が最終の場合にあっては、当該年度終了後２カ月以内に最終研究成果報告書を提出すること。
第６条　助成によって得られた研究成果について、様式第１４による成果発表届出書をNEDO技術開発機構に提出すること。
第７条　NEDO技術開発機構が、特に必要と認めて調査又は報告を求めた場合には、これに応じること。
第８条　交付決定通知書に記載された、助成金の金額を超えるいかなる支払いの請求もNEDO技術開発機構に対して行わないこと。
第９条　当該助成により研究を行うに当たって生じた事故、損害等について、NEDO技術開発機構にいかなる責任も負わせないこと。
第10条　交付の条件として付された事項に違反した場合又は変更承認に際して付された条件に違反した場合において、NEDO技術開発機構から交付の決定を取り消され、助成金の全部又は一部を返還するよう命じられたときは、それに従うこと。
（会計担当者用）

（様式第３－１）
年　　月　　日
                           　　        誓　約　書
　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
研究チーム
会計担当者　　　　　　　　　　　印
　私は研究チームの会計担当者として、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下「NEDO技術開発機構」という。）の国際共同研究助成事業（NEDOグラント）による助成を受けて実施する研究開発テーマに関し、次の条項を誠実に遵守することを誓約します。
第１条　本事業による助成金は、助成の対象となった研究開発テーマの研究活動のみに使用すること。
第２条　会計担当者として、研究代表者の指示を受けて、研究チームの助成金に関する会計事務について、その事務を履行するとともに、研究代表者が、研究チームを代表して研究チームに関する事務を総括することを承知し、研究代表者が別紙誓約書記載の誓約事項を遂行するに当たっては、研究代表者に協力し、その指示に従うこと。
第３条　研究代表者に事故のあるときは、変更承認申請が承認されるまでの間、研究代表者の事務を取り扱うこと。
第４条　次に掲げる事項に該当することとなったときは、研究代表者に対し速やかに連絡し、その指示に従うこと。
一　研究を中止又は廃止しようとするとき。
二　研究開発の内容の重大な変更をしようとするとき。
三　所属機関の変更その他NEDO技術開発機構が必要と認めるとき。
第５条　助成を受けた年度終了後２カ月以内に当該年度の研究成果報告書を、また、助成を受けた年度が最終の場合にあっては、当該年度終了後２カ月以内に最終研究成果報告書を、研究代表者を通じてNEDO技術開発機構に提出すること。
第６条　助成によって得られた研究成果について、研究代表者を通じて様式第１４による成果発表届出書をNEDO技術開発機構に提出すること。
第７条　NEDO技術開発機構が、特に必要と認めて調査又は報告を求めた場合には、これに応じること。
第８条　交付決定通知書に記載された、助成金の金額を超えるいかなる支払いの請求もNEDO技術開発機構に対して行わないこと。
第９条　当該助成により研究を行うに当たって生じた事故、損害等について、NEDO技術開発機構にいかなる責任も負わせないこと。
第10条　交付の条件として付された事項に違反した場合又は変更承認に際して付された条件に違反した場合において、NEDO技術開発機構から助成の決定を取り消され、助成金の全部又は一部を返還するよう命じられたときは、それに従うこと。
（研究者用）

（様式第３－２）
        　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
            　　                      誓　約　書
　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
研究チーム
共同研究者　　　　　　　　　　　印
　私は研究チームの共同研究者として、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下「NEDO技術開発機構」という。）の国際共同研究助成事業（NEDOグラント）による助成を受けて実施する研究開発テーマに関し、次の条項を誠実に遵守することを誓約します。
第１条　本事業による助成金は、助成の対象となった研究開発テーマの研究活動のみに使用すること。
第２条　研究代表者及び会計担当者が、研究チームに関する次の事務を取り扱うことを承知するとともに、研究代表者及び会計担当者が、別紙誓約書記載の誓約事項を遂行するに当たっては、研究代表者及び会計担当者に協力し、その指示に従うこと。
一　研究代表者は、研究チームを代表して研究チームに関する事務を総括する。
二　会計担当者は、研究代表者の指示に従い研究チームの会計に関する事務を取り扱う。
第３条　研究代表者及び会計担当者に事故あるときは、変更承認申請が承認されるまでの間、他の共同研究者と協議のうえ、研究代表者及び会計担当者の事務を取り扱うこと。
第４条　次に掲げる事項に該当することとなったときは、研究代表者に対し速やかに連絡し、その指示に従うこと。
一　研究を中止又は廃止しようとするとき。
二　研究開発の内容の重大な変更をしようとするとき。
三　所属機関の変更その他NEDO技術開発機構が必要と認めるとき。
第５条　助成を受けた年度終了後２カ月以内に当該年度の研究成果報告書を、また、助成を受けた年度が最終の場合にあっては、当該年度終了後２カ月以内に最終研究成果報告書を、研究代表者を通じてNEDO技術開発機構に提出すること。
第６条　助成によって得られた研究成果について、様式第１４による成果発表届出書を研究代表者を通じてNEDO技術開発機構に提出すること。
第７条　NEDO技術開発機構が、特に必要と認めて調査又は報告を求めた場合には、これに応じること。
第８条　NEDO技術開発機構に対し、いかなる費用の支払い請求も行わないこと。
第９条　当該助成により研究を行うに当たって生じた事故、損害等について、NEDO技術開発機構にいかなる責任も負わせないこと。
第10条　交付の条件として付された事項に違反した場合又は変更承認に際して付された条件に違反した場合において、NEDO技術開発機構から交付の決定を取り消され、助成金の全部又は一部を返還するよう命じられたときは、それに従うこと。
（様式第４）

承　諾　書

研　究　者

　　　　氏　　　　名　：

　　　　研究開発テーマ：

　　　　研究実施場所　：

平成    年度「国際共同研究助成事業（NEDOグラント）」について

　当研究機関に所属する上記の者が、平成    年度の国際共同研究助成事業費助成金を受けて上記の研究を行うことを承諾します。

承諾年月日：平成　　年　　月　　日

機関名：

機関長氏名　　　　　　　　　　　　　印

（様式第５）

番号

年　　月　　日
研究チーム

研究代表者　あて   
      　　            　　　　　　　　　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
                　　　　　　　　　　　　　理　事　長　　　牧　野　　　力
平成　　年度　国際共同研究助成事業費助成金交付決定通知書
　貴研究チームから平成　年　月　日付けで申請がありました国際共同研究助成事業費助成金については、下記のとおり交付することを決定したので、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第９条第２項の規定に基づき、通知します。
　ただし、本助成は、次の事項を交付の条件とします。違反した場合には、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下、「NEDO技術開発機構」という。）は、本決定の全部又は一部を取消すことがあります。
一　研究代表者については様式第３、会計担当者については様式第３－１、共同研究者については様式第３－２又はForm３－２による誓約書、及び様式第４又はForm４による各共同研究者の所属研究機関の長の承諾書を提出し、当該誓約書の記載事項を遵守すること。
　
二　次に掲げる事項に該当することとなったときは、速やかにNEDO技術開発機構に対し様式第１０による変更承認申請を行い、その承認を受けること。
　イ　研究を中止又は廃止しようとするとき。
　ロ　会計担当者を変更しようとするとき。
　ハ　助成研究者を変更しようとするとき。
　ニ　研究開発の内容の重大な変更をしようとするとき。
　ホ　所属機関の変更その他NEDO技術開発機構が必要と認めるとき。
　なお、貴研究チームは、本通知を受理した日から起算して２０日以内に申請を取り下げることができます。
記

1． 研究テーマ

２．助成研究者

	役割名称
	氏　名
	所属機関

	
	
	

	
	
	


３．助成金の対象となる事業及び内容 
平成　　年　　月　　日付けで申請があったとおりとする。

ただし、助成事業の開始及び終了予定年月日は、次の通りとする。

開　　始年月日　　　平成　　年　　月　　日
　終了予定年月日　　　平成　　年　　月　　日

４．助成金は次のとおりとする。

助成金の額　　　金
円
経費区分

直接経費
円
ただし、助成金の内訳は次のとおりとする。

　１年目分（平成　　年　　月から平成　　年　　月）

助成金の額　　　金
円
経費区分

直接経費
円
　なお、各会計年度毎の助成金の限度額は次のとおりとする。

	
	平成　　年　月

～　年　月
	平成　　年　月

～　　年　月

	助成金の額
	金　　　　　　円
	金　　　　　　円

	直接経費
	金　　　　　　円
	金　　　　　　円

	
	
	


　　　ただし、助成事業の内容が変更された場合において助成金の額に変更が生じたときは、別に通知するところによるものとする。

また、当該年度の助成金の額が上記限度額に満たなかったときは、その差額につき、翌年度の助成金の額の限度額が増額されるものとする。
　２年目分（平成　　年　　月から平成　　年　　　月）

助成金の額　　　金
円
経費区分

直接経費
円
　なお、各会計年度毎の助成金の限度額は次のとおりとする。

	
	平成　　年　月

～　　年　月
	平成　　年　月

～　　年　月

	助成金の額
	金　　　　　　円
	金　　　　　　円

	直接経費
	金　　　　　　円
	金　　　　　　円

	
	
	


    ただし、助成事業の内容が変更された場合において助成金の額に変更が生じたときは、別に通知するところによるものとする。

　　また、当該年度の助成金の額が上記限度額に満たなかったときは、その差額につき、翌年度の助成金の額の限度額が増額されるものとする。
（様式第６）


年　　月　　日
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
  理　事　長　  　牧　野　　　力　殿

研究チーム


研究代表者　　　　　　　　印
平成　　年度　国際共同研究助成事業費助成金交付申請取下げ届出書

　　　平成　　年　　月　　日付け度新エネ研　　　　　　号をもって助成金の交付の決定の通知を受けた平成　　年度国際共同研究助成費助成金の交付の申請については、下記のとおり取り下げることとしたので、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第１０条第１項第１７号の規定に基づき、下記のとおり申請します。
記
１．研究開発テーマ 

２．交付申請の取り下げ理由                　　　　 
３．取り下げられた交付申請に係る助成金の額
　　助成金の額　　金　　　　　　　　　円

（注）この申請書には、「（様式第２－１）研究開発実施計画書」を添付すること。
（様式第７）
        　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
研究チーム
会計担当者　　　　　　　　　　印
　平成　　年度　国際共同研究助成事業（NEDOグラント）に係る助成金概算払請求書
平成　　年　　月　　日付け　　度新エネ研第　　　　　　　号をもって助成金の交付の決定の通知を受けた研究開発テーマの助成金について、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第１２条第１項に基づき、概算払を下記のとおり請求します。
記

  １．今回請求する助成金　　                                           円
                                           '             ' 

　２．助成金の振込先 
　                フリガナ　　

              銀 行 名  　　　　　　                             

　　　            フリガナ  　　                
              支 店 名  　　　　　　                                   

　            フリガナ　　


　            　　　　　　

　            　　　　　　
              名　　義  　                                                  

　　　　　　　　　　　　                                              　　　　

　　　 　　　 口座種別   普通預金                                
              口座番号                                           
　（注）前回までに受けた助成金があれば、別紙として添付。
前回までに受けた助成金
	年　　月　　日
	助　成　金　（単位：円）

	　　　　年　　月　　日
	

	　　　　年　　月　　日
	

	　　　　年　　月　　日
	

	　　　　年　　月　　日
	

	　　　　年　　月　　日
	

	合　　　　　　計
	


（様式第８）

年　　月　　日
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
住所

機関名

研究チーム

会計担当者 　　　　　　　印
住所
平成　年度　国際共同研究助成事業費助成金に係る振込口座指定依頼書
標記について、本助成事業に関わる助成金の振込口座を下記のとおり指定いたします。
記
１．プロジェクト内容
研究代表者名
研究チーム名

研究開発テーマ名
　　助成期間　　　　　　平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
２．振込指定口座
    銀 行 名(フリガナ)

    支 店 名(フリガナ)

    預金種目
    口座番号

    口座名義(フリガナ)
    口座名義(漢字)
※口座を新規に指定又は変更する場合は、必ず通帳の振込口座記載ページのコピーを添付してください。

	NEDO受取日

	


（様式第９）

年　　月　　日

研究チーム

研究代表者　あて   
      　　            　　　　　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理　事　長　　　牧　野　　　力
平成　　年度　国際共同研究助成事業費に係る確定通知書
　貴研究チームから平成　年　月　日付けで申請がありました国際共同研究助成事業費助成金については、下記のとおり確定することを決定したので、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第１５条第１項に基づき、下記のとおり通知します。
　
記

１．研究開発テーマ

 　
２．研究者
	役割名称
	氏名
	所属機関

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


３．助成対象研究期間
開始年月日　　　平成　　年　　月　　日

終了予定年月日　平成　　年　　月　　日
４．助成金の金額

金　　　　　　　　円

（様式第１０）
        　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
研究チーム

研究代表者　　　　　　　　　　　　　　　印
平成　　年度　国際共同研究助成事業（NEDOグラント）に係る計画変更承認申請書
平成　　年　　月　　日付け　　度新エネ研第　　　　　号をもって助成金の交付の決定の通知を受けた研究開発テーマの研究計画について、下記のとおり変更したいので、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第１３条第１項の規程に基づき、下記のとおり申請します。
記
１．研究開発テーマ

２．変更事項
　　 (1)変更前
　　 (2)変更後
　３．変更すべき理由
　４．変更による研究への影響
（様式第１０－１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　理　事　長　　　牧　野　　　力  　殿
研究チーム

研究代表者名　　　　　　　　　　　　印

平成　　年度国際共同研究助成事業計画変更承認申請書
（研究者の所属機関変更に係るもの）

　平成　　年　　月　　日付け　　度新エネ研第　　　　　号をもって交付の決定の通知を受けた平成年度国際共同研究助成事業費助成金に係る計画を下記のとおり変更したいので、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第１３条第１項第４号の規定に基づき、申請します。
記
１．変更事項(注1) 

研究者の所属機関の変更

（旧）

（新）

２．変更理由(注1)
３．変更が計画に及ぼす影響及び効果(注1)
４．変更期日


（注）

１．別紙とすることもできる。

２．「（別紙１）研究費執行状況表｣を作成し、変更承認申請書に添付すること。

３．別紙として、異動先の所属機関長の承諾書（様式第４又はForm4）を添付すること。

４．用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。

（別紙１）
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(注)用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。
（様式第１０－２）
        　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
研究チーム

研究代表者　　　　　　　　　　　　　印
平成　　年度　国際共同研究助成事業（NEDOグラント）に係る計画変更届出書
平成　　年　　月　　日付け　　度新エネ研第　　　　　号をもって助成金の交付の決定の通知を受けた研究開発テーマの研究計画について、下記のとおり変更したいので、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第１０条第２号の規程に基づき、下記のとおり申請します。
記
１．研究開発テーマ

２．変更事項
　　 (1)変更前
　　 (2)変更後
　３．変更すべき理由
　４．変更による研究への影響
（別紙１）

　　　　　　　

[image: image2.wmf]変更前額

流用額

変更後額

ａ）受入派遣経費

ｂ）機器・設備費

ｃ）その他

（1）旅費ｼ

（2）謝金・雑役務費ﾄ

（3）特許出願費�

（4）�

材料費・消耗品費･分析費�

（5）印刷費・複写費ﾄ

（6）設備使用料�

（7）その他経費�

 助成研究費合計�

研究費支出計画の新旧対比表
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(注)用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。
（様式第１１）
        　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　　理　事　長　　牧　野　　　力　殿
研究チーム
研究代表者　　　　　　　　　　印
国際共同研究助成事業（NEDOグラント）に係る 平成　　年度研究成果報告書
　上記の件について、別添のとおり提出いたします。

（様式第１２）
平成　　年　　月　　日
　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
研究チーム

研究代表者　　　　　　　　　　　印
国際共同研究助成事業（NEDOグラント）に係る 平成　　年度実績報告書

（平成　　年　　月から平成　　年　　月まで）
　上記の件について、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第１０条第７号の規程に基づき、下記のとおり報告します。
１．研究開発テーマ

２．助成金の交付決定年月日、番号及び交付決定額

（１）交付決定年月日　　平成　　年　　月　　日

（２）番号　　　　　　　　　度新エネ研第　　号

（３）助成金交付決定額　　　　　　　　　　　円（平成   年   月から平成   年   月まで）

３．助成金受領額及び受領年月日

（１）受領額　　　　　　　　　　　　　円

（２）内訳

第　　回概算払額　　　　　　　　　　　円　　　受領年月日　平成   年   月   日

第　　回概算払額　　　　　　　　　　　円　　　受領年月日　平成   年   月   日

第　　回概算払額　　　　　　　　　　　円　　　受領年月日　平成   年   月   日

第　　回概算払額　　　　　　　　　　　円　　　受領年月日　平成   年   月   日

（別紙）

研究概要

研究開発テーマ：

登録番号：

研究代表者：（氏名、所属）

会計担当者：（氏名、所属）

共同研究者1：（氏名、所属）

共同研究者2：（氏名、所属）

共同研究者3：（氏名、所属）

共同研究者4：（氏名、所属）

共同研究者5：（氏名、所属）

共同研究者6：（氏名、所属）

共同研究者7：（氏名、所属）

共同研究者8：（氏名、所属）

共同研究者9：（氏名、所属）

共同研究者10：（氏名、所属）

研究概要：

注）1,500文字以内

（Attachment）

Outline of the project results

Project name:

Registration Number:

Research coordinator: (Name, Affiliate)
Accounting coordinator: (Name, Affiliate)
Research member 1: (Name, Affiliate)
Research member 2: (Name, Affiliate)
Research member 3: (Name, Affiliate)
Research member 4: (Name, Affiliate)
Research member 5: (Name, Affiliate)
Research member 6: (Name, Affiliate)
Research member 7: (Name, Affiliate)
Research member 8: (Name, Affiliate)
Research member 9: (Name, Affiliate)
Research member 10: (Name, Affiliate)
Outline of the project results:
*) Do not exceed 4,000 characters

（別紙２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロジェクトID:　　　
決算報告書（平成　　年　　月から平成　　年　　月まで）
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（単位：円）

予算額

決算額

差引額

助成金の額

備　考

ａ）受入派遣経費

ｂ）機器・設備費

ｃ）その他

（1）旅費ｼ

（2）謝金・雑役務費�

（3）特許出願費�

（4）l

材料費・消耗品費･分析費�

（5）印刷費・複写費�

（6）設備使用料�

（7）その他経費�

 助成研究費合計�

 直 接 経 費 計�

経 費 区　分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※受取利息等　　　円


(注)用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。
（別紙２－２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロジェクトID:
主要物品内訳書

[image: image4.wmf]（単位：円）
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(注)用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。
（様式第１２－１）
平成　　年　　月　　日
　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
研究チーム

研究代表者　　　　　　　　　　印
国際共同研究助成事業（NEDOグラント）に係る 平成　　年度中間実績報告書

（平成　　年　　月から平成　　年　　月まで）
　上記の件について、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第１０条第７号の規程に基づき、下記のとおり報告します。
１．研究開発テーマ

２．助成金の交付決定年月日、番号及び交付決定額

（１）交付決定年月日　　平成　　年　　月　　日

（２）番号　　　　　　　　　度新エネ研第　　号

（３）助成金交付決定額　　　　　　　　　　　円（平成   年   月から平成   年   月まで）

３．助成金受領額及び受領年月日

（１）受領額　　　　　　　　　　　　　円

（２）内訳

第　　回概算払額　　　　　　　　　　　円　　　受領年月日　平成   年   月   日

第　　回概算払額　　　　　　　　　　　円　　　受領年月日　平成   年   月   日

第　　回概算払額　　　　　　　　　　　円　　　受領年月日　平成   年   月   日

第　　回概算払額　　　　　　　　　　　円　　　受領年月日　平成   年   月   日

（別紙）

研究概要

研究開発テーマ：

登録番号： 
研究代表者：（氏名、所属）

会計担当者：（氏名、所属）

共同研究者1：（氏名、所属）

共同研究者2：（氏名、所属）

共同研究者3：（氏名、所属）

共同研究者4：（氏名、所属）

共同研究者5：（氏名、所属）

共同研究者6：（氏名、所属）

共同研究者7：（氏名、所属）

共同研究者8：（氏名、所属）

共同研究者9：（氏名、所属）

共同研究者10：（氏名、所属）

研究概要：

注）1,500文字以内

（Attachment）

Outline of the project results

Project name:

Registration Number:

Research coordinator: (Name, Affiliate)
Accounting coordinator: (Name, Affiliate)
Research member 1: (Name, Affiliate)
Research member 2: (Name, Affiliate)
Research member 3: (Name, Affiliate)
Research member 4: (Name, Affiliate)
Research member 5: (Name, Affiliate)
Research member 6: (Name, Affiliate)
Research member 7: (Name, Affiliate)
Research member 8: (Name, Affiliate)
Research member 9: (Name, Affiliate)
Research member 10: (Name, Affiliate)
Outline of the project results:
*) Do not exceed 4,000 characters

（様式第１４）

年　　月　　日

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
研究チーム

研究代表者　　　　　　　印
　　
平成　年度　国際共同研究助成事業（NEDOグラント）に係る成果発表届出書
　平成　　年　　月　　日付け　　度新エネ研第　　　　　号をもって助成金の交付の決定の通知を受けた平成　　年度　国際共同研究助成事業（NEDOグラント）に係る成果の発表について、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第２５条第２項の規定に基づき、下記のとおり届け出ます。

記

	１．助成事業名・研究チーム名



	２．発表題目



	３．発表形態又は発表先

□査読付論文(Proceeding含) □査読無論文等(Proceeding含)　□学会・講演会等　□ﾏｽｺﾐ(新聞・テレビ等)

　　　　　　　　名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　主催者：　　　　　　　　　　　　

	４．時期

口頭発表等：発表予定日　平成　　年　　月　　日（原稿等提出日　：　平成　　年　　月　　日）

　論　　　文：論文掲載許可日　平成　　年　　月　　日

	５．発表者

　　　　所属　：

　　　　役職　：

　　　　氏名　：

	６．その他　発表内容は別紙のとおり




（様式第１５）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロジェクトＩＤ
年　　月　　日

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　理　事　長　　　牧　野　　　力  　殿
住　　　所

研究チーム

研究者　　　　　　　　　印
平成　　年度国際共同研究助成事業費助成金に係る財産処分承認申請書
　上記の件について、下記のとおり取得財産等を処分したいので、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第１７条第３項の規定に基づき、申請します。
記
１．助成事業の名称 

２．品名及び取得年月日

３．取得価額及び時価

４．処分の方法

５．処分の理由


(注)用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。
（様式第１６）

年　　月　　日
　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿
研究チーム
研究代表者　　　　　　　　印
平成　年度　国際共同研究助成事業の（中止・廃止）に係る承認申請書
平成　　年　　月　　日付け　　度新エネ研第　　　　　号をもって交付決定の通知を受けた平成　年度国際共同研究助成事業費の（全部・一部）を（中止・廃止）したいので、国際共同研究助成事業助成金交付規程第１８条第１項の規程に基づき、申請します。
記
　１．研究開発テーマ
　２．中止期間（廃止の期日）

　３．中止（廃止）の理由
（様式第１７）

年　　月　　日

研究チームの名称

研究代表者名　　　　　　　　　　　印
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

理　事　長　　　牧　野　　　力
平成　　年度 国際共同研究助成事業の（中止・廃止）に係る承認通知書
　平成　　年　　月　　日付け　　度新エネ研第　　　号をもって　　　　に対し、平成　　年度上記助成金の交付の決定を行ったが、平成　　年　　月　　日付け　　度新エネ研第　　　号による承認申請書を審査した結果、その助成事業の（全部・一部）の（中止・廃止）を承認しますので、国際共同研究助成事業助成金交付規程第１８条第２項の規定に基づき、下記のとおり通知します。
記
１．研究開発テーマ 

２．助成事業を（中止・廃止）した助成事業者に対する交付決定額

金　　　　　　　　　　円

３．助成事業の（中止・廃止）に伴う金額及び年月日

金　　　　　　　　　　円

平成　　年　　月　　日

４．助成事業の（中止・廃止）を承認した理由

５．助成金の既支払額

　　　　　　　　金　　　　　　　　　　円

（様式第１８）
年　　月　　日

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿

研究チーム


研究代表者　　　　　　印

平成　　年度 国際共同研究助成事業費助成金返還報告書（取消に係るもの）
　平成　年　月　日付け　　度新エネ研第　　　　号をもって通知を受けた　　　　　　　　に対する平成　　年度上記助成金の交付決定の取消に伴い、当該取消に係る部分の助成金を返還したいので、国際共同研究助成事業助成金交付規程第２０条第４項の規定に基づき、下記のとおり報告します。
記
１．研究開発テーマ

２．交付決定の取り消し年月日　　平成　　年　　月　　日

３．既に交付を受けている助成金の額

　　　　　　　　　　　     　金　　　　　　　　　円

４．返還すべき金額及び年月日　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　     　金　　　　　　　　　円

５．返還した金額及び年月日　　　平成　　年　　月　　日
（1）返還金　　　　　金　　　　　　　　　円

（2）加算金　　　　　金　　　　　　　　　円

（3）延滞金　　　　　金　　　　　　　　　円

６．加算金の算出基礎

７．延滞金の算出基礎

８．未返還金額

（1）返還金　　　　　金　　　　　　　　　円

（2）加算金　　　　　金　　　　　　　　　円

（3）延滞金　　　　　金　　　　　　　　　円

（様式第１９）

年　　月　　日

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　理　事　長　　　牧　野　　　力　殿

研究チーム


研究代表者　　　　　　　　　印

平成　　年度 国際共同研究助成事業費助成金返還報告書（確定に係るもの）
　平成　　年度助成金の額の決定を受けたことに伴い、既に交付を受けている助成金のうち当該確定額を超える部分について返還したいので、国際共同研究助成事業規程第２０条第４項の規定に基づき、下記のとおり報告します。
記
１．研究開発テーマ 

２．助成金確定通知額及び年月日　　平成　　年　　月　　日

　 金  　　　　　　　　円

３．既に交付を受けている助成金の額

　　　　　　　　　　   　　　金　　　　　　　　　円

４．返還すべき金額及び年月日　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　   　　金　　　　　　　　　円

５．返還した金額及び年月日　　　平成　　年　　月　　日
（1）返還金　　　　　金　　　　　　　　　円

（2）延滞金　　　　　金　　　　　　　　　円

６．延滞金の算出基礎

７．未返還金額

（1）返還金　　　　　金　　　　　　　　　円

（2）延滞金　　　　　金　　　　　　　　　円

（様式第２０）

プロジェクトID:　　　　　
取得財産等管理明細表（平成　　年度購入分）

[image: image5.wmf]（単位：円）

名　　称

数量

単　　価

（税抜き）

金　　額

（税抜き）

取　得

年月日

保管場所

寄付の有無

備　考

助成事業の名称 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�


（注）

１．対象となる取得財産等は、取得価格又は効用の増加価格が単価５０万円以上の財産とする。

２．数量は同一規格等であれば、一括して記載しても差し支えなし。ただし、単価が異なる場合は、分別して記載すること。

３．取得年月日は、検収年月日を記載すること。

４．当該年度に購入した機器・設備のみ記載すること。

５．用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。
（様式第２０－１）

プロジェクトID:　　　　　
取得財産等管理明細表（平成　　年度～平成　　年度購入分）

[image: image6.wmf]（単位：円）

名　　称

数量

単　　価

（税抜き）

金　　額

（税抜き）

取　得

年月日

保管場所

寄付の有無

備　考

助成事業の名称 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�


（注）

１．対象となる取得財産等は、取得価格又は効用の増加価格が単価５０万円以上の財産とする。

２．数量は同一規格等であれば、一括して記載しても差し支えなし。ただし、単価が異なる場合は、分別して記載すること。

３．取得年月日は、検収年月日を記載すること。

４．初年度から当該年度までに購入した全ての機器・設備について記載すること。

５．用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。
（様式第２１）

研究チーム名
取　得　財　産　等　管　理　台　帳
	区分
	財産名
	規格
	数量
	単価
	金額
	取得年月日
	耐用年数
	保管場所
	補助率
	備考


　　　　

（注）

１．対象となる取得財産等は、取得価格または効用の増加価格が単価５０万円以上の財産とする。

２．数量は同一規格等であれば、一括して記載しても差し支えない。ただし、単価が異なる場合は、分別して記載すること。財産区分は、①事務用備品、②事業用備品、③書籍、資料、図面類、④無体財産権（工業所有権等）、⑤その他物件（不動産及びその従物）とする。

３．取得年月日は、検収年月日を記載すること。

４．当該事業において購入した機器・設備のみ記載すること。

５．用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。

（様式第２２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
年　　月　　日

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　理　事　長　　　牧　野　　　力  　殿

研究チーム

研究代表者　　　　　　　　　印

平成　　年度 消費税及び地方消費税の額の確定に伴う報告書
　上記の件について、国際共同研究助成事業規程第２１条第１項の規定に基づき、下記のとおり報告します。
記
１．助成事業の名称 

２．助成金確定通知額

３．助成金の交付決定時における消費税及び地方消費税に係る仕入れ控除税額

（Ａ）　　　　　　　　　　　　円

４．消費税及び地方消費税の確定に伴う助成金に係る消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額
（Ｂ）　　　　　　　　　　　　円

５．助成金返還相当額（Ｂ－Ａ）


(注)
１．別紙として、精算の内訳を添付すること。

２．用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。
（様式第２３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
年　　月　　日

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　理　事　長　　　牧　野　　　力  　殿
研究チーム

研究代表者　　　　　　　　　印

平成　　年度 国際共同研究助成事業に係る収益状況報告書
　平成　　年　　月　　日付け　　度新エネ研第　　　　　号をもって交付決定通知があった上記の助成事業に関し、平成　　年度の収益状況について、国際共同研究助成事業助成金交付規程第２７条の規定に基づき、下記のとおり報告します。
記

[image: image7.wmf]（単位：円）

研究者名

助成金

確定額

助成事業に

係る本年度

収益額

控除額

助成事業に

係る支出額

基準納付額

前年度まで

の助成事業

に係る機構

への

累積納付額

本年度

納付額

備  考



（注）

１．｢助成事業に係る本年度収益額｣とは、助成事業の実施結果の企業化、産業財産権の譲渡又は実施権の設定及びその他当該助成事業の実施結果の他への供与による総収入額から総収入を得るに要した額を差し引いた額をいう。

２．｢控除額｣とは、助成事業に係る支出額のうち、研究者が自己負担によって支出した額の５分の１をいう。

３．｢助成事業に係る支出額｣とは、助成事業が完了した年度までに助成対象費用として支出されたすべての経費をいう。

４．｢基準納付額｣とは、助成事業に係る本年度収益額から｢控除額｣を差し引いた額に｢助成金確定額｣を乗じ、｢助成事業に係る支出額｣で除した額をいう。

５．｢前年度までの助成事業に係る機構への累積納付額｣とは、前年度までの収益に伴う納付金及び財産処分に伴う納付金の合計額をいう。

６．｢本年度納付額｣とは、基準納付額と累積納付額の合計が助成金確定額を超えない場合には、基準納付額が本年度納付額になる。また、基準納付額と累積納付額の合計額が助成金確定額を超える場合には、助成金確定額から累積納付額を差し引いた残額が本年度納付額になる。

７．その他、助成事業に係る収益額等の算定に必要な資料を添付すること。

８．用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。
（様式第２４）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成　　年　　月　　日

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　理　事　長　　　牧　野　　　力  　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 住　　所

名　　称

研究代表者名　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

         　　　　　　　
平成　　年度国際共同研究助成事業に係る事故報告書
　上記の件について、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第１０条第１項第６号の規定に基づき下記のとおり報告します。
記

１．助成事業の名称

２．助成事業の現在の進捗状況

３．事故の原因及び内容

４．事故に係る金額

５．事故に対してとった措置

６．今後の助成事業の遂行及び完了の予定


(注)
1. 助成事業の現在の進捗状況には、当初の計画との差異についても記載すること。

2. 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。
（様式第２５）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成　　年　　月　　日

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　理　事　長　　　牧　野　　　力  　殿
研究チーム

研究者代表名　　　　　　　　　　印

平成　　年度 国際共同研究助成事業費助成金に係る産業財産権等届出書（出願・取得）
　平成　　年　　月　　日付け　　度新エネ研第　　　　　号をもって交付の決定の通知を受けた平成　　年度国際共同研究助成事業費助成金に係る助成事業に関して、下記のとおり産業財産権等の出願又は取得（譲渡・実施権の設定）をしたので、国際共同研究助成事業費助成金交付規程第１０条第１項第１４号の規定に基づき届け出ます。
記
１．助成事業の名称 

２．開発題目
３．種　類（番号及び産業財産権等の種類）

４．出願または取得年月日
５．内　容

６．相手先及び条件（譲渡又は実施権の設定の場合）


(注)1.用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。

　　2.出願又は取得かどちらかに○をすること。

　　3.譲渡又は実施権の設定の場合は、６.のカッコ内のどちらかに○をし、相手先及び条件を記載すること。



























_1202907187.xls
Sheet1

		研究費執行状況表

		平成    年    月    日現在　

		（単位：円）

		経  費  区　分 ケイヒクブン				研究費予算額 ケンキュウヒヨサンガク		執　行　額 シッコウガク		残　額 ザンガク

		直 接 経 費 計 チョクセツケンキュウヒケイ

				１．受入派遣経費 ウケイレハケンケイヒ

				２．機器・設備費 キキセツビヒ

				３．その他

				（1）旅費 リョヒ

				（2）謝金・雑役務費 シャキンザツエキムヒ

				（3）特許出願等に必要な費用 トッキョシュツガントウヒツヨウヒヨウ

				（4）材料費・消耗品費・分析費 ザイリョウヒショウモウヒンヒブンセキヒ

				（5）印刷費・複写費 インサツヒフクシャヒ

				（6）設備使用料 セツビシヨウリョウ

				（7）その他の経費 タケイヒ

		助成研究費合計 ジョセイケンキュウヒゴウケイ






_1203960244.xls
Sheet1

		研究費支出計画の新旧対比表

		（単位：円）

		経  費  区　分 ケイヒクブン				変更前額 ヘンコウマエキンガク		流用額 リュウヨウガク		変更後額 ヘンコウゴガク

		直 接 経 費 計 チョクセツケンキュウヒケイ

				ａ）受入派遣経費

				ｂ）機器・設備費

				ｃ）その他

				（1）旅費 リョヒ

				（2）謝金・雑役務費 シャキンザツエキエキムヒ

				（3）特許出願費 トッキョシュツガンヒ

				（4）材料費・消耗品費･分析費 ザイリョウヒショウモウヒンヒブンセキヒ

				（5）印刷費・複写費 インサツヒフクシャヒ

				（6）設備使用料 セツビシヨウリョウ

				（7）その他経費 タケイヒ

		助成研究費合計 ジョセイケンキュウヒゴウケイ






_1199019909.xls
Sheet1

														（単位：円） タンイエン

		経　費　区　分 ケイヒクブン		支払日もしくは検収日 シハライヒケンシュウビ		品名・仕様・型番等 ヒンメイシヨウカタバントウ		数量 スウリョウ		単位 タンイ		単価（税込） タンカゼイコ		金額(税込） キンガクゼイコ






_1201934461.xls
Sheet1

		（単位：円）												（単位：円） タンイエン

		経 費 区　分 ケイヒクブン				予算額 ヨザンガク		決算額 ケツザンガク		差引額 サヒガク		助成金の額 ジョセイキンガク		備　考 ビコウ

		直 接 経 費 計 チョクセツケンキュウヒケイ

				ａ）受入派遣経費

				ｂ）機器・設備費

				ｃ）その他

				（1）旅費 リョヒ

				（2）謝金・雑役務費 シャキンザツエキエキムヒ

				（3）特許出願費 トッキョシュツガンヒ

				（4）材料費・消耗品費･分析費 ザイリョウヒショウモウヒンヒブンセキヒ

				（5）印刷費・複写費 インサツヒフクシャヒ

				（6）設備使用料 セツビシヨウリョウ

				（7）その他経費 タケイヒ

		助成研究費合計 ジョセイケンキュウヒゴウケイ






_1179571340.xls
Sheet1

		助成事業の名称 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ジョセイジギョウメイショウ

																（単位：円） タンイエン

		名　　称 メイショウ		数量 スウリョウ		単　　価　　　（税抜き） タンカゼイヌ		金　　額　　　　　　　（税抜き） キンガク		取　得　　　　年月日 シュトクネンガッピ		保管場所 ホカンバショ		寄付の有無 キフウム		備　考 ビコウ






_1195221964.xls
Sheet1

																		（単位：円）

		研究者名 ケンキュウシャメイ		助成金　　　　　　　確定額 ジョセイキンカクテイガク		助成事業に係る本年度収益額 ジョセイジギョウカカホンネンドシュウエキガク		控除額 コウジョガク		助成事業に係る支出額 ジョセイジギョウカカシシュツガク		基準納付額 キジュンノウフガク		前年度までの助成事業に係る機構への　　　　累積納付額 ゼンネンドジョセイジギョウカカキコウルイセキノウフガク		本年度　　　納付額 ホンネンドノウフガク		備  考 ビコウ






_1179571339.xls
Sheet1

		助成事業の名称 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ジョセイジギョウメイショウ

																（単位：円） タンイエン

		名　　称 メイショウ		数量 スウリョウ		単　　価　　　（税抜き） タンカゼイヌ		金　　額　　　　　　　（税抜き） キンガク		取　得　　　　年月日 シュトクネンガッピ		保管場所 ホカンバショ		寄付の有無 キフウム		備　考 ビコウ






